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FFPE組織切片の解析に適用可能な独自の
Crb3抗体を取得しています。Crb3は新規の転
移促進因子であり、今後さらに解析を進めるこ
とで、応用範囲が広がる可能性があります。
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新規腫瘍転移促進因子Crumbs3の解析

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

（研究の目的）
がん細胞の特徴に注目し、早期診断や新しい治
療薬の開発に繋がる知見を得ることを目標に研究
を行っています。

（概要）
Crumbs3（Crb3、クラムス３）という膜タン
パク質に注目し、種々のがん細胞、組織を用いた
解析を行っています。解析の過程で抗Crb3モノ
クローナル抗体を作成し、免疫染色やウェスタン
ブロット法を行うことで、特に腺癌でCrb3の発
現が強いことを初めて明らかにしました。さらに
Crb3ノックアウト細胞やマウスを用いた実験か
ら、大腸腺癌の転移を促進することを明らかにし
ました。大腸腺癌以外の悪性腫瘍における機能に
ついても現在解析を進めています。

（期待される効果）
我々の研究からヒトの悪性腫瘍では転移を促進
する働きを持つことが判明しました。Crb3およ
び関連分子の解析を進めることで、新たな診断
マーカーや治療薬のターゲットの発見に繋げるこ
とが期待されます。
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ヒト大腸腺癌細胞株
（DLD-1, HCT116, 
HT-29, LoVo）および、
陰性コントロールとして
ヒト線維芽細胞
（NHDF）の細胞抽出液
を、抗Crb3抗体（上）、
抗チューブリン抗体
（下）を用いたウェスタ
ンブロットにより解析し
た。Crb3が糖鎖修飾を
受けるため、ブロードな
バンドとして検出される。
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